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＊しのざき　のぶゆき　東洋大学文学部教育学科
はじめに
　筆者は、E.バーンが創始したカウンセリングの
一手法である交流分析（Transactional Analysis: 
TA）の研究と実践を長らく行ってきた。TAは、
小学校での教育相談においては主流とは言いがた
いが、学校における各種の問題に対応できる可能
性が高く、また、問題への対応可能性以外の点で
も、小学校教師にとって学ぶ価値が高いものと考
えている。
　本論文では、まず、小学校教師がTAについて
学ぶ利点をあげ、続いて、TAと一緒に学びやす
いいくつかのカウンセリング法との関連性につい
て延べ、最後に、これらのカウンセリング法から、
いじめ・不登校という問題に対して教師がどのよ
うなことが学べるかをまとめることにする。
　なお、以下の記述は、主に小学校教師を念頭に
置いているが、中学・高校の教師に対しても大き
な変更なく適用できるだろう。
１ ．小学校の教師がTAについて学ぶ利点
　かつて筆者は、交流分析の全体像を紹介するに
あたり、心理学やその周辺領域の専門家にとって
の魅力と、非専門家以外の魅力にとっての魅力を
まとめたことがある（篠﨑, 2013）。後者としては、
次の 3 点を挙げた。①個人の健康的な部分、成長
しようとする力を大切にしようとする、②図を積
極的に使用する、わかりやすい言葉や説明を用い
ることを心がけるといったことにより、非専門家
にとっても理解しやすいものとなっている、③（②
に関係することだが）そのわかりやすい概念の初
歩を学ぶだけでもある程度の実質的な効果が期待
できるが、概念間の関連性を知ることによって、
より一層人間についての理解が深められるように
作られている。
　一方、専門家にとっての魅力としては、「交流
分析はその成立当初から今日まで、他の心理学・
心理療法等の知識を積極的に統合して発展してき
た」（篠﨑, 2013）という統合的な性質を強く持つ
小学校におけるいじめ・不登校問題に対して
教師がカウンセリング法から学べること
─主として交流分析および関連する方法から─
篠　﨑　信　之＊
　本論文では、主に小学校教師を念頭に、いじめ・不登校の問題への対応において、カウ
ンセリングの方法から学べる事柄を整理した。カウンセリング法としては、交流分析およ
び、交流分析との関連性が強く、ともに学ぶとより効果的と思われるものとして、構成的
グループ・エンカウンター、解決志向アプローチ、ロールレタリングの、計 4 つを取り上
げた。まず、小学校教師が交流分析を学ぶ利点について述べた。続いて、交流分析と他の
3 つの方法の関連性について、それぞれのカウンセリング法ごとに論じた。最後に、いじ
め・不登校のそれぞれについて、これらのカウンセリング法から教師が学べる事柄につい
て実践例の紹介や提案を行った。その際、問題が生じた後の対応についてのみ触れるので
はなく、問題が生じる前の予防においても参考になる事柄を記した。今後の課題としては、
今回の方法のさらなる検討と、他のカウンセリング法から学べることを統合的に提示する
ことが挙げられた。
キーワード：  いじめ・不登校・交流分析・カウンセリング
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バーンは、常に集団における人間の行動に関心を
抱いていた。結果として、TAには人間関係につ
いての概念・技法が多く、小学校教師にとって学
ぶところが多いだろう。
　小学生など若年層においては、心と身体の関係
は密接なものであり、心理的問題が身体的な病気
として現れやすいことは、多くの専門家が指摘し
てきたところである（例えば山登, 2005）。養護教
諭はもちろんのこと、一般の教師もこのような認
識を共有し、児童理解に活かすことが大切である。
このような病気の代表とも言える心身症の臨床・
研究において、TAは日本に導入された当初より
重視されてきた。心身医学の研究・教育・診療施
設として日本の大学で初めて開設されたのは、九
州大学医学部精神医学講座（心療内科）であり（中
川, 2009）、そこに在籍していた池見・杉田・新里
が、日本でのTAの普及にとりわけ大きな活躍を
したことが（例えば池見・杉田・新里, 1979）、日
本における心身症の臨床・研究とTAの強い結び
つきの一因となったと思われる。
　TAはさまざまな領域で用いられているが、そ
の一つに、企業における社員研修のように、組織
のなかでの活用がある。社員研修を例にとってみ
ると、直接に研修を受ける社員、その直属の上司、
経営トップとさまざまなレベルがあり、ときにそ
れぞれのニーズが衝突する。小学校の教師も、目
の前にいる児童は当然ながら、保護者、他の教師、
管理職、と、異なるメンバーからなる集団や組織
で活躍することが求められる。組織のなかでの援
助者の振る舞いに関するTAの知見は、小学校教
師に役立つことだろう。
２ ．TAと本稿で取り上げる援助技法との関連
　先に、交流分析が持つ「統合的な性質」につい
て触れ、「交流分析を学ぶことで、それ以外の立
場の技法・理論が理解しやすくなる」と述べた。
学生時代を含めると、教師にはさまざまなカウン
セリング法を直接的・間接的に学ぶ機会があるだ
ろうが、本論文では、構成的グループ・エンカウ
ンター（structured group encounter: SGE）、解
決志向アプローチ（Solution-Focused Approach: 
SFA）、ロールレタリング（Role Lettering: RL）
を取り上げる。これらとTAの関連性について触
れ、TAを学ぶことによってこれらの学習も進む
ことを指摘する。
ため、「交流分析以外の訓練を受けてきた専門家
でも、交流分析の中にある程度は共感できるもの
を見い出せるだろう（中略）し、逆に、交流分析
を学ぶことで、それ以外の立場の技法・理論が理
解しやすくなる」（篠﨑, 2013）という一点を指摘
するにとどめた。
　以上は、小学校の教師を念頭に置いて書いたも
のではないが、専門家にとっての魅力も含め、小
学校の教師にも当てはまるものである。以下、小
学校の教師を特に念頭において、さらに、TAを
学ぶ利点を追加する。それは、①心理的発達の観
点を重視している、②人間関係についての概念・
技法が多い、③心身医学との結びつきが強い、④
組織における振る舞いを重視している、という 4
点である。
　まず、心理的発達の観点を重視しているという
ことだが、そのことは、TAにとってもっとも大
切 な 概 念 で あ る 自 我 状 態 に 反 映 さ れ て い る
（Berne, 1961, 1972）。 た と え ば、 バ ー ン は、
＜親＞と＜子ども＞という二つの自我状態を定義
するにあたって、下記のように心の発達を念頭に
置いていた。
　「〔＜親＞の自我状態〕にいるとき、人は、彼
が小さいときに、親の一人がしたのとまったく
同じように感じ、考え、行動し、話し、反応す
る。（中略）各人は、自分のなかに小さな男の子、
あるいは小さな女の子を連れている。その子は、
彼がある年齢の子どものときとまったく同じよ
うに感じ、考え、行為し、話し、反応する。こ
の自我状態は＜子ども＞と呼ばれる。」（Berne, 
1972）
　理論の基礎となる自我状態が、このように心の
発達をベースに考えられているため、他の関連す
る概念や技法も、常に心の発達の諸相を背景とす
るものになった。急激に発達する児童を相手にし、
かつ、保護者世代ともよい協力関係を築かなけれ
ばならない小学校教師にとっては、このように心
理的発達の観点を重視する援助法を学ぶ価値は大
いにあるだろう。
　「交流分析」、すなわち、人と人との交流を分析
するという行為を名称として選んでいることから
して、TAが、人間関係についてとりわけ注目し
てきたことが明らかだろう。集団心理療法につい
ての専門書（Berne, 1963，1966）を持つほどの
エキスパートだったことからもわかるように、
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クエスチョンはSFAが始めたものであるが、筆
者をはじめとし、TAの治療契約締結の一手法と
してしばしば用いられている。ミラクル・クエス
チョンは、クライエント側にかなりの言語的能力
を要求するように思えるが、黒沢は、クライエン
トとの言語的コミュニケーションのみで行うので
はなく、四コマ漫画を通して行い、小学校低学年
児にも適用可能とした報告を行っている（森・黒
沢, 2002）。
3 ）RLとTA　
　RLは、少年院に法務教官として勤務していた
和田英隆の仕事にヒントを得て、精神医学者の春
口徳雄が中心となって体系化していった心理的援
助技法である（春口・小林・目黒・松岡, 2007）。
いくつかの変法があるが、基本形は、クライエン
トが「他者」に対して手紙を書き、次に、クライ
エント自身が、「他者」になってその手紙の返信
を書くというものである。このような記述から明
らかなように、ゲシュタルト療法の空椅子の技法
に、元々の発想の種がある。
　RLの実践例は、小学生から高齢者までと、幅
広く報告されている。下限としては、小学 2 年生
に対する実践も可能という報告がある（春口・小
林・目黒・松岡, 2007）。また、集団での施行も可
能である（杉田・春口, 2009）。こうした点は、小
学校教師にとっては魅力的だろう。春口（2007）は、
教育場面におけるRLの有用性を、「教師の指導の
もと、クラス集団で、フォーマルな時間、場所、
手段を用いて誰にも気がねなく自由に内心を訴え
る心理技法」と要約している。
　先ほど述べたように、RLの源流はゲシュタル
ト療法にある。ゲシュタルト療法とTAの間では、
その創設者の時代から、人的交流が活発になされ
ていた。バーンの主要な弟子であり、エゴグラム
の開発者として知られるJ. M. デュセイが、一時
期はバーンの元で学ぶと同時に毎週末エスリン研
究所で行われていたF. S. パールズ（ゲシュタル
ト療法の創始者）のワークショップにも出席して
いたこと（Jorgensen & Jorgensen, 1984）、やは
りバーンの高弟であり、パールズからも指導を受
けていたグールディング夫妻が、TAとゲシュタ
ルト療法を統合した再決断療法（TAゲシュタル
ト療法）を打ち出したことなどからわかるように、
相互関係が非常に強い。
１ ）SGEとTA
  SGEは、いわゆる開発的教育相談の一技法とし
て注目されている。これは、エンカウンター、す
なわち、心と心の深いふれあいを目指して、構成
的な手法で行われるグループ活動である。グルー
プには種々のカウンセリング法の考え方から派生
した課題が与えられているが、その提供元のカウ
ンセリング法としてTAも挙げられている（清水, 
2009）。
　SGEでのTAの位置づけは、単に課題の提供元
としてだけではない。SGEの提唱者である國分（國
分・國分, 2007）は、SGEの実践にあたって、児童・
生徒の様子を見ながら適切な判断をするために、
理想的にはある程度のカウンセリングの知識があ
るほうがよいとし、学ぶべきものとして、精神分
析理論、クライエント中心療法、ゲシュタルト療
法、論理療法と並んで、TAの名前をあげている。
これらのことからすると、SGEを実践しようとす
る教師がTAを学ぶ価値は多いにあると言える。
２ ）SFAとTA
　SFAは、S. ディ・シェイザーとI. K. バーグ夫
妻が中心となって発展させてきた、いわゆる短期
療法の一つである。以下、本法を日本の教育界に
紹介するのに功績が大である、森俊夫、黒沢幸子
による解説を主に参照する（森, 2000; 森・黒沢, 
2002など）。
　SFAとTAの関連性で最も目立つのは、解決像
（SFA）と治療契約（TA）の類似性だろう。い
ずれも、治療のゴールを援助者が一方的に決める
のではなく、クライエントのニーズを大切にする
ことを強調している。また、「ネガティブなもの
をなくす」（例えば、友達をいじめない）という
消極的なものではなく、「ポジティブな状態」（い
じめるのではなく、友達と楽しくおしゃべりする）
に焦点をあてることも同じである。さらに、その
ゴールに到達するための具体的行動を明確にして
いくという点も同じと言える。少なくとも解決像・
治療契約の部分に関しては、一方を学んだ者は、
他方も理解しやすいだろう。
　治療契約の締結にあたっては、TAでもクライ
エントのイメージ化を促進するが、SFA独自の
方法から学べるところは多いと思われる。たとえ
ば、「夜に奇跡が起こり、問題が解決した翌日」
をクライエントにイメージしてもらうミラクル・
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いじめ、不登校の予防法としてSGEを活用する際
の大方針として常に念頭に置いておきたいものな
ので、以下に引用する。
① 子どもが悩みを相談しやすくするための、教
師とのリレーションづくり
② いじめ・不登校を出さない、学級の子どもの
リレーションづくり
③ いじめや不登校の子どもが出た場合、その子
をあたたかく受け入れられる集団の雰囲気づ
くり
④ いじめにあった子どもや不登校傾向の子ども
が集団にとけ込むきっかけ（関係・役割）づ
くり
⑤ 保護者の不安を軽減するための、保護者同士
のリレーションづくり
　SGEについては、従来、開発的教育相談の手
法としてのとらえ方が強いと思われるが、上記
の③、④、⑤からは、SGEがいじめ問題が発生
した後でも役立ちうることがわかる。
　また、SGEは、エンカウンターの促進や、種々
の気づきを促進するものであるため、すでに起
こってしまっているいじめ問題に対して、少なく
とも間接的には治療的効果があるのではないだろ
うか。
3 ）SFAから学ぶ
　筆者の考えでは、SFAの諸技法は、特にいじ
め発生後の対応に、新たな視点を与えてくれるも
のである。かといって、予防的な意味がないとし
ているわけではない。黒沢は、「自分の将来をタ
イムマシンに乗って見に行き、それをありありと
語らせる」というタイムマシン・クエスチョンを
提唱している（黒沢, 2002, 2008）。このタイムマ
シン・クエスチョンは、すでになんらかの問題が
生じていることを前提にしているわけではないた
め、予防的な目的に使うことができるだろう。ま
た、黒沢（2002）は、本稿で取り上げているRL
を参考にし、タイムマシン・クエスチョンを口頭
でのやりとりではなく、未来の自分との手紙のや
りとりという形で行う方法も示しているが、その
ようなやり方は、学級集団を対象とした予防的指
導として使えるだろう。
　いじめ発生後の加害児側に対する指導として
は、リソース、クライエント－セラピスト関係の
査定という考え方が大いに役立つと思われる。
　RLの発展においても、RL自身の正式な発表が
日本交流分析学会であり、また、その後の発展に
先に述べた杉田の影響が大きいことからも、ゲ
シュタルト療法を介してだけではなく、交流分析
との直接の関わりも大きいことがわかるだろう。
　RLによる治療過程の分析にTAの機能的自我状
態の考えが用いられたり（春口, 2007）、RL導入
の見通しやRLによる治療効果の測定にエゴグラ
ムが使われていること（杉田・春口, 2009）にも、
この両者を併用することの有効性がうかがわれ
る。こうしたことから、RLの実践を考える場合、
TAの学習も非常に有効であると言える。
　以下、いじめ、不登校という問題に関連して、
以 上 の 4 つ の カ ウ ン セ リ ン グ 法（TA、SGE、
SFA、RL）から小学校教師が学べることを確認し、
また、提案したい。紙数の問題上、特にその方法
で中心的に学べることを選んで記していく。
3 ．いじめ問題
１）TAから学ぶ
　いじめは言うまでもなく、人間関係を前提とし
て生じる現象であり、その意味で、先に「人間関
係についての概念・技法が多い」と書いた通りの
特徴を持つTAから学ぶものは多いだろう。
　いじめの予防としての活用としては、TAの概
念のなかでも、SGEの課題となっているものが、
教師としては実践しやすいだろう。
　いじめの加害児に対しては、ストロークの適切
な与え方の指導が、児童本人にとってもっともわ
かりやすく、また即効性が期待できるだろう。こ
れは、低学年の児童にとっても指導可能と思われ
る。高学年の児童に対しては、裏面交流や、ゲー
ムについての情報を与えることも検討の価値があ
る。
２ ）SGEから学ぶ
　菊池（2004）は、「あたたかな、お互いに本音
でふれあえる学級づくりこそが、いじめ・不登校
の最大の予防策になる。」と述べている。SGEは、
そのような学級づくりをするための効果的な手法
であると考えられる。
　菊池（2004）は、「効果的な居場所づくり」の
ために、 5 つのポイントを押さえてSGEを活用す
ることを提案している。その 5 つのポイントは、
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けるさまざまな立場を想定してのRLも可能だろ
う。
　いじめの加害児に対するRLでは、上記のよう
に、被害児の辛さへの共感がはじまることが、ま
ず期待できるだろう。他に、竹下（2007）は、加
害者が感情の「吐き出し」をしたことにより、自
分の行動を振り返ることができ、いじめが治まる
という効果も指摘している。
４ ．不登校問題について
１）TAから学ぶ
　不登校を理解する際に、心身症の問題は切り離
すことができない。文部科学省による不登校の要
因についての調査では、不登校の要因の一つとし
て心身の不調の訴えがあげられているが（文部科
学省初等中等教育局児童生徒課, 2017）、そのなか
に、心身症、もしくは、それに近い症状を持つ児
童・生徒も含まれているだろう。
　心身症のなかでも、過敏性腸症候群（irritable 
bowel syndrome: IBS）が不登校の一因になりう
ることについては、かつてから指摘されていた（島
田・高野・松尾, 1990）。近年、IBSに加え、起立
性調節障害（orthostatic dysregulation: OD）と
不登校の関連が注目されている。ODとは、「起立
に伴う循環動態の変化に対する生体の代償的調節
機構が何らかの原因で破綻して生じた病態」（日
本小児心身医学会, 2009）であり、起立失調症状、
食欲不振、全身倦怠感、頭痛、立ちくらみなどの
多彩な症状を見せる。ODは重症度によって 3 段
階に分けられるが、中等症以上だとその約半数に
不登校が併存し、また、不登校の 3 ～ 4 割にOD
が伴うとされている（日本小児心身医学会, 
2009）。
　心身症者のパーソナリティとしては、過剰適応
傾向があることがたびたび指摘されている（日本
小児心身医学会, 2009）。これは、交流分析の概念
からすると、機能的自我状態のうちの、順応的子
ども（Adapted Child: AC）のエネルギーが強す
ぎるということである。機能的自我状態のエネル
ギーを図示するものとして、J. M. デュセイが開
発したエゴグラムが知られている（Dusay, 1972, 
1977）。これまで、エゴグラムを活用した心身症
患者の理解および指導の研究は数多くなされてい
るが、ここでは、東京大学医学部付属病院心療内
科では、基本的に初診患者全員のエゴグラムを作
　リソースとは、簡単にいうと、自分の役に立つ
強みのことである。SFAではクライエントのリ
ソースに焦点をあてることを重視する。森・黒沢
（2002）は、「『問題』という言葉をつけたくなっ
たら、『能力』という言葉に言い換えてみなさい」
という、精神科医の神田橋條治の言葉を引用し、
リソース探しのコツを示している。このような考
え方は、ついつい問題ばかり探しがちないじめの
加害者の指導にあたって、新しい視点を提供して
くれるだろう。
　クライエント－セラピスト関係性の査定は、ク
ライエントがニーズや問題について表明する仕方
に応じて、両者の関係を査定するというものであ
る。両者の関係性は大まかに三つのタイプに分類
され、タイプによって求められる援助者側の対応
は違ってくる（詳細は森・黒沢, 2002）。三つのタ
イプのなかには、「ビジタ ・ータイプの関係」と言っ
て、「こういうことで困っている」「こういうこと
を相談したい」というように、問題やニーズをク
ライエントが表明しない関係もある。このような
発想は、いじめの加害児やその保護者が、問題が
あることを積極的に認めない場合、対応のヒント
になるものと思われる。
　SFAはいじめの被害児の指導にも適用可能で
ある。たとえば、先に、ミラクル・クエスチョン
を四コマ漫画の形で行った例を紹介したが、この
例で、黒沢は、いじめの被害児にいじめの解決像
をイメージさせ、加害児への具体的な対応行動に
気 づ か せ る こ と に 成 功 し て い る（ 森・ 黒 沢, 
2002）。
４ ）RLから学ぶ
　小林（春口・小林・目黒・松岡, 2007）は、現
在いじめが起こっているわけではないが、いじめ
に関する認識を高める目的で、学級でRLを導入
した事例について紹介している。それによると、
被害者から加害者に向かって書く手紙と、その逆
に加害者から被害者に向かっての手紙を、何回か
やりとりさせたという。その結果、「いじめられ
ている子どもの辛さというものが、いじめられっ
子の役になって初めて洞察できた」（春口・小林・
目黒・松岡, 2007）という。これは中学校での試
みだが、小学校での実践も可能だろう。また、い
じめの加害者・被害者という立場だけではなく、
いじめ集団の四層構図モデル（森田, 2010）にお
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あわせた工夫をすることで小学生の不登校問題に
ついても適用可能だろう。
　不登校の場合、不登校児だけではなく、その周
囲、特に家族に対する働きかけも重要である。目
黒（春口・小林・目黒・松岡, 2007）は、なかな
か子どもの不登校を受け入れられない母親にRL
を実施した経験について語っている。それによる
と、子どもが学校に行く時の気持ちなどをテーマ
に、子どもの役割と母親の役割の間でのRLを行っ
たという。その結果、登校したくてもできないと
いう子どもの辛さへの、母親の理解が深まったと
いう。このように、不登校児に影響力のある周囲
の人たちへの働きかけとして、RLの活用が期待
できる。
おわりに
　本稿では、いじめ・不登校の問題に対して、教
師が参考にできるカウンセリングの方法として、
TA、SGE、SFA、RLの 4 つを取り上げた。小学
校をはじめとする学校の教師が参考にできるカウ
ンセリング法には、言うまでもなく他にもたくさ
んある。より伝統的であり、より学校に定着して
いるであろうクライエント中心療法や、対人関係
の問題に関連して具体的な方策を与えてくれる
ソーシャルスキル・トレーニング、ソーシャルス
キル教育などからも学べることは大いにある。今
回検討した方法についてより詳細に検討する他、
こうしたさまざまなカウンセリング法から現場の
教師が学べることを整理して、今回の方法と統合
する形で提示することが課題となるだろう。
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